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主　な　内　容

いしおか

　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,190 人 ( 前 月 比 ▲ 50) 男 39,865 人　 女 40,325 人　29,214 世 帯 3 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 公民館講座案内　　　　　　　　　　　　　　  P13

● 販売します『石岡の歴史と文化』　　　　　　　P28

● 震度６弱 石岡市を襲う　　　　　　　　　　　  P2

● 石岡市議会議員一般選挙　　　　　　　　　　　P4

● 岩間八郷線 4月 1日全線開通　　　　　　　　   P5

　府中にある国分寺の境内には、本
堂のほか薬師堂や扇歌堂などがあり
ます。
　参道脇には、桜の木が植えられて
います。満開の花が花吹雪となって散
る様は、とても美しいです。

花吹雪の国分寺薬師堂

（府　中）



市
の
被
災
概
要

　

３
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
三
陸
沖
を
震
源
地
と
す

る
巨
大
地
震
が
日
本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、
地

震
の
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
９
・
０
、
震
度
７
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
数
多
く
の
余
震
を
重
ね
な
が
ら
、
午
後
３
時
15
分
に
は

茨
城
県
沖
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
４
、
最
大
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
。
当
市
で
も
、
震
度
６
弱
を
記
録
す
る
な
ど
、
激
し
い
揺
れ

が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
の
市
の
対
応
と
、被
害
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に
、
石
岡
市
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
石
岡
市
災
害
対
策
本
部

を
石
岡
消
防
署
に
設
置
。
被
害
状
況
の
把
握
に

努
め
、
復
旧
に
つ
い
て
の
対
策
を
探
り
、
総
合

的
か
つ
効
果
的
な
応
急
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
避
難
所
を
開
設
し
、
運
行
停
止
と

な
っ
た
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
乗
客
を
含
む
、
お
よ
そ

８
３
０
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
の
要
請
に
よ
り
、
最
も
生
命
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
人
工
透
析
患
者
の
た
め
、

大
量
の
水
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

と
復
旧
を
実
施
し
ま
し
た
。
水
道
が
断
水
し
た

た
め
、
給
水
場
所
を
設
置
し
、
生
活
用
水
を
確

保
し
ま
し
た
。

地割れが起きた市道（半久）

屋根瓦が壊れたまち蔵「藍」

地割れが起きた県道（高浜）

復旧工事中の高浜駅

タイルがはがれた市役所１階ロビー

市
の
被
災
概
要

震
度
６
弱 

石
岡
市
を
襲
う

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

11
日
（
金
）　

石
岡
消
防
署
に
災
害
対
策
本
部
設
置

避
難
所
開
設
（
非
常
食
・
飲
料
水
・
非
常
用
毛

布
・
非
常
用
照
明
な
ど
の
確
保
）

12
日
（
土
）

避
難
所
対
応
、
給
水
対
応
、
被
害
か
所
の
調
査
・

簡
易
復
旧
、
庁
舎
復
旧
、
出
先
調
査
、
応
援
協

定
機
関
の
連
絡
、
人
工
透
析
用
水
の
確
保

13
日
（
日
）

避
難
所
対
応
、
給
水
対
応
、
災
害
ご
み
対
応
、

被
害
か
所
復
旧
、
市
役
所
業
務
再
開
準
備
、
被

害
情
報
取
り
ま
と
め
、
人
工
透
析
用
水
の
確
保

14
日
（
月
）

通
常
業
務
再
開
、
避
難
所
対
応
、
給
水
対
応
、

災
害
ご
み
対
応
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
、

り
災
証
明
対
応
、
人
工
透
析
用
水
の
確
保
、
八

郷
水
道
の
給
水
状
況
調
査

15
日
（
火
）

避
難
所
対
応
、
給
水
対
応
、
災
害
ご
み
対
応
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

16
日
（
水
）

避
難
所
対
応
、
給
水
対
応
、
災
害
ご
み
対
応
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

★★★★★★

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
災
害
対
策
本
部

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）
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❶
人
的
被
害　

16
人

　
（
石
岡
地
区
10
人
・
八
郷
地
区
６
人
）

　

死
者　
　
　

０
人

　

重
傷　
　
　

１
人

　

中
・
軽
傷　

15
人

❷
家
屋
被
害
（
12
日
消
防
団
調
査
）

　

全
壊　
　

１
棟
（
関
川
）

　

半
壊　
　

３
３
０
棟

　
（
石
岡
地
区
85
棟
・
八
郷
地
区
２
４
５
棟
）

　

部
分
壊　

１
３
１
１
棟

　
（
石
岡
地
区
６
８
２
棟
・
八
郷
地
区
６
２
９
棟
）

❸
道
路
被
害

・
常
磐
自
動
車
道

　

全
線
通
行
禁
止
（
緊
急
車
両
の
み
通
行
可
）

・
国
道

　

国
道
６
号
石
岡
跨
線
橋
段
差
の
た
め
、
一
時

　

通
行
止
め

・
市
道

　

路
面
陥
没
・
段
差　

１
０
６
か
所

　

路
肩
崩
れ　
　

７
か
所

石
岡
市
の
主
な
被
害

①
発
生
日
時
・
震
源
・
規
模

　

平
成
23
年
３
月
11
日
（
金
）

　

三
陸
沖　
　

14
時
46
分　

Ｍ
９
・
０

　

こ
の
地
震
に
よ
り
宮
城
県
栗
原
市
で
震
度
７
、
宮
城
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
で
震
度
６
強
な
ど
広
い
範
囲
で
強
い

揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
高
い
津
波
を
観
測
し
、
特
に

東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
で
は
大
き
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
こ
の
地
震
を
「
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

三
陸
沖　
　

15
時
06
分　

Ｍ
７
・
０

　

茨
城
県
沖　

15
時
15
分　

Ｍ
７
・
４

②
各
地
の
震
度(

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震)

　

震
度
７　
　

宮
城
県
栗
原
市

　

震
度
６
強　

日
立
市
・
笠
間
市
・
筑
西
市
ほ
か

　

震
度
６
弱　

石
岡
市
・
小
美
玉
市
・
土
浦
市
・
つ
く
ば
市
・

　
　
　
　
　
　

か
す
み
が
う
ら
市
ほ
か

③
津
波
（
最
大
波
）

　

７
・
３
ｍ
以
上　

福
島
県
相
馬
市

　

４
・
１
ｍ　
　
　

岩
手
県
釜
石
市

　

３
・
９
ｍ　
　
　

茨
城
県
大
洗
町

④
茨
城
県
の
被
害　

　

死
者
19
人
（
北
茨
城
市
５
・
東
海
村
４
・
水
戸
市
２
・
大
洗

　
　
　
　
　
　

町
１
・
龍
ヶ
崎
市
１
ほ
か
）

　

重
傷
41
人
（
水
戸
市
10
・
土
浦
市
16
・
つ
く
ば
市
４
・
か
す

　
　
　
　
　
　

み
が
う
ら
市
１
・
行
方
市
１
ほ
か
）

東
日
本
大
震
災
の
概
要

災害対策会議

湾曲した市道（南台） 陥没したステーションパーク ホームが壊れた石岡駅

３
月
14
日
現
在

停電で信号機が消えた
交差点（行里川）

（
Ｍ
＝
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

《
り
災
証
明
書
》

　

り
災
証
明
書
と
は
、
損
害
保
険
の

請
求
や
固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど
の

申
請
の
た
め
、
地
震
で
家
屋
な
ど
が

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
で
す
。

●
受
付
場
所

　

石
岡
消
防
署
・
八
郷
消
防
署

　

市
役
所 

総
務
課

　

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

★
保
険
金
請
求

　

加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
へ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

★
石
岡
市
災
害
見
舞
金
等
条
例
に
よ

る
請
求

　

半
壊
以
上
の
住
家
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、屋
根
瓦
の
崩
壊
・
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
な
ど
は
該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）
　３　 広報いしおか　№１３２



●
投
票
で
き
る
人

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
人
が
投
票
が
で
き
ま
す
。（
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
）

①
３
か
月
以
上
石
岡
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人

（
平
成
23
年
１
月
16
日
ま
で
に
転
入

手
続
き
を
し
た
人
）

②
平
成
３
年
４
月
25
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

●
投
票
所
入
場
券

　

入
場
券
は
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
名
簿

が
備
え
て
あ
る
投
票
所
か
、
期
日
前

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場

券
の
裏
面
が
宣
誓
書
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参

す
る
と
大
変
便
利
で
す
。
当
日
、
投

票
所
で
投
票
す
る
人
は
、
記
入
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
投
票
日
時
と
投
票
場
所

日
時　

４
月
24
日
（
日
）

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で　

※
投
票
は
、
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

投
票
場
所　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
場
所

※
投
票
に
行
く
と
き
に
は
自
分
の
投

票
所
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
は
、
市
役
所
・
八
郷

総
合
支
所
・
石
岡
駅
（
観
光
案
内
所

内
）
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な

い
と
き
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
18
日
（
月
）
か
ら　
　

　
　
　
　
　

23
日
（
土
）
ま
で

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
８
時
ま
で

場
所　

市
役
所

　
　
　

八
郷
総
合
支
所

　
　
　

石
岡
駅（
市
観
光
案
内
所
内
）

※
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

持
参
く
だ
さ
い
。

●
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

す
る
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
病
院
な
ど
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
４
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
石

岡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、４
月
17
日
（
日
）

告
示
さ
れ
、
24
日
（
日
）
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
４
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
有
効
期
間
の
過

ぎ
て
い
な
い
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

を
添
え
て
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

請
求
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、
自
宅

か
ら
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
に
必
要
な
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
早
目
に
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
証
明
書
の
発
行
に
は
、
お
よ
そ
４

日
か
か
り
ま
す
）

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

１
級

２
級

３
級

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸

○

○

免
疫
、
肝
臓

○

○

○

戦
傷
病
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

特
別

項
症
第
１

項
症
第
２

項
症
第
３

項
症

両
下
肢
、
体
幹

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、

肝
臓

○

○

○

○

介
護
保
険
の

          

被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分　

５

石
岡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

 
４
月

24
日

日 

投
票
日

●
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会

総
務
課
内　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

投
票
時
間 

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

●
開
票
（
即
日
開
票
）

　

・
４
月
24
日
（
日
） 

　

・
午
後
７
時
〜

※
投
票
お
よ
び
開
票
状
況
の
速
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.ishioka.lg.jp/

HP
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国
道
３
５
５
号
バ
イ
パ
ス

県道竹ノ内羽鳥停車場線

県
道
西
小
塙
石
岡
線

真家

真家

宮ケ崎

山崎

東成井

南山崎

山崎

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

羽
鳥
駅

東成井小学校
園
部
小
学
校

園部中学校

石岡市

笠間市

岩
間
八
郷
線

　市道 B6650 号線（岩間八郷線）は、笠間市泉
地内の国道 355 号線を起点とし、石岡市山崎地
内で県道西小塙石岡線へ接続する道路です。
　全線開通により、市内から水戸市や常磐自動車
道路岩間ＩＣへの利便性が向上します。

全 線 開 通４月１日
岩間八郷線

●問い合わせ　八郷総合支所 道路建設課　
　　　　　　　☎ 43-1111（内線 1185）

至 

水
戸
市

至 

石
岡
駅

至 

岩
間
駅

至 

石
岡
市
街

至 

柿
岡
市
街

国
道
３
５
５
号

　５　 広報いしおか　№１３２

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　地
デ
ジ
相
談
会
開
催

４
月
か
ら
７
月
ま
で 

毎
月
開
催

開
催
日

時
間

会
場
名

４月

４
日
（
月
）
〜
10
日
（
日
）

午前 10時～午後 4時

八
郷
総
合
支
所　

11
日
（
月
）
〜
17
日
（
日
）

小
幡
地
区
公
民
館

（
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

18
日
（
月
）
〜
23
日
（
土
）

園
部
地
区
公
民
館

25
日
（
月
）
〜
５
月
１
日
（
日
）

恋
瀬
地
区
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
茨
城
相
談
会
事
務
局

☎
０
２
９
・
３
０
３
・
２
６
０
１

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
）

・
優
秀
賞
（
茨
城
放
送
社
長
賞
）

　
　
　
　

東
小
４
年 　

髙
野 

優
香

★
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル

【
小
学
校
の
部
】

・
県
入
選 　

南
小
２
年 
中
嶋 
丈
斗

・
県
入
選 　

石
岡
小
４
年 

鶴
巻 
里
桜

・
県
入
選 　

園
部
小
６
年 

石
井 
諒

受賞

おめでとう

ございます

★
第
35
回
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し

作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

【
作
文
の
部
】

・
優
秀
賞
（
茨
城
県
教
育
委
員
会
教

育
長
賞
）

・
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　
　
　
　

恋
瀬
小
１
年 

増
井 

清
華

【
図
画
の
部
】

・
優
秀
賞
（
茨
城
県
議
会
議
長
賞
）

・
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　
　
　
　

国
府
中
２
年 

島
田 

萌
夏

★
第
29
回
「
海
と
さ
か
な
」
自
由
研

究
・
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

・
優
秀
作
品
賞

　
　
　
　

石
岡
小
５
年 

橘
田 

花
梨

★
ぼ
く
☆
わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

☆
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
年
の
部
】

・
茨
城
県
知
事
賞

　
　
　
　
　

南
小
４
年 

杉
嶋 

遥

※
各
小
中
学
校
か
ら
、
教
育
委
員
会

に
よ
せ
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
受

賞
者
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

学
年
は
、
受
賞
時
の
学
年
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

石
岡
小
が
健
康
教
育
推
進

学
校
表
彰
で
最
優
秀
に

▲歯の健康づくりのため給食後に歯みがきをする児童

　

２
月
11
日
、朝
日
里
山
学
校
で「
第

３
回
筑
波
路
そ
ば
打
ち
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、

筑
波
山
周
辺
の
そ
ば
打
ち
の
５
団
体

が
参
加
し
て
、
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雪
模
様
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
に
は
６
０
０

人
も
の
人
が
訪
れ
、
お
い
し
い
手
打

ち
そ
ば
や
ピ
ザ
、
つ
き
た
て
の
餅
な

ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
当
日
抽
選
で
選

ば
れ
た
人
の
投
票
で
、
順
位
が
決
ま

り
ま
す
。
今
年
は
、
昨
年
優
勝
し
た

▲そば打ち団体のテントを巡る来場者

雪
の
中
そ
ば
打
ち
大
会

に
６
０
０
人

　
（
財
）
日
本
学
校
保
健
会
が
、
健
康

教
育
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
学
校
を
表
彰
す

る
「
平
成
22
年
度
健
康
教
育
推
進
学

校
表
彰
」
で
、石
岡
小
（
櫻
井
信
校
長
）

が
最
優
秀
校
に
選
ば
れ
、
２
月
17
日

に
日
本
医
師
会
館
（
東
京
都
）
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
が
家
庭
や
地
域
と

の
連
携
の
も
と
、
学
校
保
健
活
動
を

展
開
し
、
特
に
、
児
童
が
主
体
的
に

自
分
の
健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う「
健

康
で
安
全
な
生
活
を
自
ら
進
ん
で
実

践
し
よ
う
と
す
る
子
」
を
健
康
教
育

の
目
標
に
掲
げ
て
児
童
保
健
委
員
会

活
動
に
力
を
入
れ
、
き
め
細
か
く
全

職
員
で
指
導
し
て
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
各
都
道
府
県
等
学
校

保
健
会
か
ら
推
薦
を
受
け

た
92
校
中
、
最
優
秀
校
の

６
校
に
選
ば
れ
て
の
受
賞

で
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
受
賞
は
、

県
内
で
初
め
て
の
快
挙
で

す
。
櫻
井
校
長
は
「
今
後

も
家
庭
や
地
域
と
密
に
連

携
し
、
さ
ら
な
る
理
解
と

協
力
を
得
て
、
地
域
ぐ
る

み
の
健
康
教
育
を
推
進
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。　

▲スポーツ振興奨励表彰・スポーツ功労表彰受賞者

土
浦
市
の
下
坂
田
そ
ば
愛
好
会
と
、

市
内
の
朝
日
里
山
そ
ば
打
ち
会
が
同

票
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
か
ら
は
、「
寒
い
中
で

食
べ
た
温
か
い
そ
ば
は
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
」「
本
格
的
な
手

打
ち
そ
ば
を
何
種
類
も
食
べ
ら
れ

て
、
満
足
で
す
」「
同
じ
手
打
ち
で

も
少
し
ず
つ
歯
ご
た
え
や
味
が
違
う

ん
で
す
ね
。
ま
た
来
ま
す
」「
そ
ば

を
堪
能
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

13
人
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興

奨
励
等
表
彰
を
受
賞

　

２
月
17
日
、
市
役
所
全
員
協
議
会

室
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
石
岡
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰
と
ス
ポ
ー

ツ
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰
は
、
関

東
大
会
以
上
の
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
、
技
術
が
き
わ
め
て
優
秀
な

団
体
や
個
人
に
贈
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

功
労
表
彰
は
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
水

準
の
向
上
に
貢
献
し
た
団
体
と
個
人

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
13
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◎
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰（
個
人
）

＊
鈴
木 

修
平
（
茨
城
オ
ー
ル
県
南
）

軟
式
野
球

＊
栗
原 

朋
美
・
鶴
巻 

采
音
（
石
岡

小
地
区
）・
本
田 

千
花
・
関
町 

美

由
記
（
東
小
６
年
）・
海
老
澤 

花
（
東

小
５
年
）
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

＊
朝
賀
遼
人
（
石
岡
小
２
年
）・
鈴

木  

颯（
石
岡
小
３
年
）・
木
村 

豪（
府

中
小
３
年
）
テ
コ
ン
ド
ー

＊
前
沢 

瑠
み
（
石
岡
小
２
年
）・
宇
津

木 

智
加
（
国
府
中
３
年
）
空
手	

＊
海
老
坪 

凌
（
石
岡
一
高
３
年)

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

●
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

＊
清
水 

満
（
紫
鏡
ク
ラ
ブ
）

広報いしおか　№１３２　６



生
涯
学
習
の
集
い
中
央

大
会
に
４
０
０
人
参
加

▲オープンした野菜直売所（２月9日）

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
誕
生
！

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

　

２
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
「
生

涯
学
習
の
集
い
中
央
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ア
シ
ス
運
動
の
表
彰
で
は
、
作

文
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
柿

岡
小
１
年
の
加
藤
可
奈
子
さ
ん
が
、

「
し
ま
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
り
が
と
う
」

と
題
し
た
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
教
授

の
徳
田
克
己
先
生
が
「
強
い
心
の
育

て
方
」
の
演
題
で
記
念
講
演
を
し
ま

し
た
。
徳
田
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
講
演
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴

き
入
り
ま
し
た
。
講
演
が
終
了
す
る

　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
ユ
ー
ス
に

所
属
し
て
い
た
市
内
石
川
の
飯
田
優

二
さ
ん
が
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
、関
川
小
ま
で
は
「
ば

ら
き
Ｓ
Ｃ
」
に
、城
南
中
時
代
は
「
石

岡
ア
セ
ン
ブ
ル
Ｆ
Ｃ
」
に
、
石
岡
一

高
で
は「
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
ユ
ー

ス
」
に
所
属
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
で
の
飯
田

さ
ん
の
背
番
号
は
26
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
Ｍ
Ｆ（
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
）で
す
。

　

飯
田
さ
ん
は
「
日
々
の
練
習
を
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
、
一
日
で
も
早

く
試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

飯
田
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
、
期

待
さ
れ
ま
す
。

▲作文を朗読する加藤さん

中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
目
指
し
開
店

　

石
岡
駅
前
の
御
幸
通
り
に
、

２
月
９
日
は
地
産
地
消
の
店

「
農
家
の
野
菜
直
売
所
」
が
、

15
日
に
は
ス
イ
ー
ツ
・
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
石
岡
カ
フ
ェ
」

東
成
井
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
清
掃
活
動
を
実
施

　

２
月
６
日
、
東
成
井
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
い
つ
も
野
球
の
練
習
に

使
用
さ
せ
て
く
れ
る
東
成
井
小
の
校

庭
と
そ
の
周
辺
を
き
れ
い
に
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
、
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団

員
や
そ
の
保
護
者
な
ど
40 
人
が
参
加

し
て
、
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
約
15
袋

を
拾
い
ま
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
に
は
、
団
員
た
ち
は

き
れ
い
に
な
っ
た
校
庭
で
、
野
球
の

練
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

と
、
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が

徳
田
先
生
に
送
ら
れ
ま
し
た
。　

出
資
す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
「
ま
ち
未

来
い
し
お
か
（
大
和
田
達
郎
社
長
）」

が
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
指

し
て
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
開
い

た
も
の
で
す
。

　

直
売
所
は
、
売
場
面
積
90
㎡
。
現

在
、
25
軒
の
契
約
農
家
か
ら
仕
入
れ

た
40
～
50
品
目
の
野
菜
の
ほ
か
に
、

味
噌
や
県
産
の
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
な
ど

も
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
は
、
80
㎡
の
広
さ
で
客
席

が
43
席
。
地
元
産
の
食
材
を
使
っ
た

ピ
ザ
や
ス
イ
ー
ツ
が
特
製
の
ド
リ
ッ

プ
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
み
物
と
一
緒

に
楽
し
め
ま
す
。

　

直
売
所
や
カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
に

よ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
頃
の

子
ど
も
と
の
接
し
方
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲飯田優二さん

▲学校周辺のごみ拾いなどをする団員たち

▲2月１５日オープンした石岡カフェ

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
市
や
石
岡
商
工
会
議
所
な
ど
が

　７　 広報いしおか　№１３２



受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

医
療
機
関

対
象
者

医
療
機
関
名

種　

別

本
人
負
担
額

国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者
石
岡
市
医
師
会
病
院

石
岡
市
大
砂

☎
２
３
・
４
１
１
３

日
帰
り

１
万
８
０
５
０
円

石
岡
第
一
病
院

石
岡
市
東
府
中

☎
２
２
・
５
１
５
１

日
帰
り

１
万
７
８
０
０
円

石
岡
ひ
か
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
岡
市
東
大
橋

☎
２
６
・
８
０
５
５

日
帰
り

１
万
６
７
５
０
円

山
王
台
病
院

石
岡
市
東
石
岡

☎
２
６
・
３
１
３
０

日
帰
り

１
万
９
５
０
０
円

一
泊

４
万
６
０
０
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ｂ

１
万
円

土
浦
協
同
病
院

土
浦
市
真
鍋
新
町

☎
０
２
９
・
８
２
６
・
３
２
２
１

日
帰
り

２
万
３
７
０
円

一
泊

４
万
７
６
７
０
円

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

つ
く
ば
市
天
久
保

☎
０
２
９
・
８
５
６
・
３
５
０
０

日
帰
り

２
万
１
１
０
円

一
泊

４
万
５
３
１
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ａ

２
万
７
５
０
０
円

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

水
戸
市
笠
原
町

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
１
１
１
１

日
帰
り

２
万
１
１
０
円

特
定
健
診
非
該
当
者
は　
　

１
万
９
９
０
０
円

石
岡
循
環
器
科
脳
神
経
外
科
病
院

小
美
玉
市
栗
又
四
ケ

☎
５
８
・
５
２
１
１

日
帰
り

脳
ド
ッ
ク
Ｂ

１
万
２
２
０
０
円

対
象
者

医
療
機
関
名

種　

別

本
人
負
担
額

国民健康保険加入者のみ
神
立
病
院

土
浦
市
神
立
中
央

☎
０
２
９
・
８
３
１
・
９
７
１
１

日
帰
り

１
万
７
８
０
０
円

一
泊

４
万
４
０
５
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ａ

２
万
４
３
５
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ｂ

１
万
８
５
０
０
円

牛
久
愛
和
総
合
病
院

牛
久
市
猪
子
町

☎
０
２
９
・
８
７
３
・
４
３
３
４

日
帰
り

１
万
７
８
０
０
円

一
泊

４
万
６
６
７
５
円

脳
ド
ッ
ク
Ａ

２
万
２
２
５
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ｂ

１
万
８
５
０
０
円

筑
波
記
念
病
院

つ
く
ば
市
要

☎
０
２
９
・
８
６
４
・
３
５
８
８

日
帰
り

１
万
８
８
５
０
円

一
泊

４
万
１
９
５
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ａ

３
万
２
７
５
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ｂ

２
万
９
０
０
０
円

霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団

阿
見
町
中
央

（
東
京
医
科
大
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
９
・
８
８
７
・
４
５
６
３

日
帰
り

１
万
９
９
０
０
円

一
泊

４
万
１
９
５
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ａ

２
万
７
５
０
０
円

水
戸
済
生
会
総
合
病
院

水
戸
市
双
葉
台

☎
０
２
９
・
２
５
４
・
９
０
４
４

日
帰
り

１
万
９
９
０
０
円

脳
ド
ッ
ク
Ａ

３
万
２
７
５
０
円

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク種　

別

助 

成 

額

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

２
万
円

一
泊
人
間
ド
ッ
ク

２
万
円

日
帰
り
脳
ド
ッ
ク
Ａ

特
定
健
康
診
査

ま
た
は
健
康
診
査

有

２
万
５
０
０
０
円

　
　
　

〃　
　
　

Ｂ

無

１
万
３
０
０
０
円

●
助
成
対
象

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
30
歳

以
上
75
歳
未
満
で
国
保
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
の
人
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
、

75
歳
以
上
で
市
税
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
。

●
受
診
期
間

・
５
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
１
月
31

日
ま
で
。（
補
助
対
象
事
業
の
た
め
）

●
申
請

・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
種
別
か
ら
一

つ
を
選
ん
で
医
療
機
関
に
予
約
の

後
、次
を
持
参
し
て
申
請
く
だ
さ
い
。

　

❶
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
　

ま
た
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

　
　

保
険
者
証

　

❷
予
約
票

　

❸
特
定
健
康
診
査
受
診
券

　
　

ま
た
は
健
康
診
査
受
診
券

　
　
（
４
月
末
に
送
付
予
定
）

　

❹
認
め
印

注
意
事
項

●
基
本
検
査
項
目
以
外
は
別
料
金
で
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
と
、
特
定
健
康
診
査
ま
た
は
健

康
診
査
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
集
団
健
康
診
査
な
ど
で
、
特
定
健
康
診
査
ま

た
は
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
人
は
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
の
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
に
助
成

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
へ

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

保
険
年
金
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

国
民
健
康
保
険
（
内
線
１
６
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
内
線
１
４
５
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
１
２
３
）

５月～月～月～

広報いしおか　№１３２　８



早
め
の
受
診
を
！特

定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
実
施
機
関

石
岡
市
医
師
会
病
院

　

石
岡
市
大
砂

　
　

☎
２
２
・
４
３
２
１

寿
星
会

　石
岡
診
療
所

　

石
岡
市
国
府

　
　

☎
２
４
・
５
０
８
０

石
岡
循
環
器
科
脳
神
経
外
科
病
院

　

小
美
玉
市
栗
又
四
ケ

　
　

☎
５
８
・
５
２
１
１

杉
並
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

石
岡
市
杉
並

　
　

☎
２
７
・
６
７
０
０

石
岡
第
一
病
院

　

石
岡
市
東
府
中

　
　

☎
２
２
・
５
１
５
１

滝
田
整
形
外
科

　

石
岡
市
府
中

　
　

☎
２
３
・
２
０
７
１

岡
崎
内
科
医
院

　

石
岡
市
府
中

　
　

☎
２
２
・
２
０
１
４

田
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

石
岡
市
鹿
の
子

　
　

☎
２
３
・
２
２
８
８

柏
木
医
院

　

石
岡
市
石
岡

　
　

☎
２
２
・
２
８
７
４

土
浦
協
同
病
院

　

土
浦
市
真
鍋
新
町

　
　

☎
０
２
９
・８
２
６
・３
２
２
１

グ
リ
ー
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

石
岡
市
柿
岡

　
　

☎
３
６
・
４
１
２
０

藤
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

石
岡
市
鹿
の
子

　
　

☎
３
５
・
５
０
０
５

ご
と
う
内
科

　

石
岡
市
石
岡

　
　

☎
３
６
・
０
５
１
０

府
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

石
岡
市
府
中

　
　

☎
２
２
・
２
１
４
６

斉
藤
病
院

　

石
岡
市
旭
台

　
　

☎
２
６
・
２
１
３
１

や
ま
ぐ
ち
医
院

　

小
美
玉
市
栗
又
四
ケ

　
　

☎
３
７
・
１
０
５
５

山
王
台
病
院

　

石
岡
市
東
石
岡

　
　

☎
２
６
・
３
１
３
０

吉
川
医
院

　

石
岡
市
柿
岡

　
　

☎
４
３
・
０
０
１
８

関
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

石
岡
市
府
中

　
　

☎
２
３
・
８
３
０
０

渡
辺
ク
リ
ニ
ツ
ク

　

石
岡
市
東
光
台

　
　

☎
２
６
・
７
６
３
３

芹
澤
医
院
分
院

　

石
岡
市
石
岡

　
　

☎
２
２
・
２
０
３
５

・40～ 74歳の「特定健康診査」は、上記の実施機関以外にも県医師会と県国民健康
保険団体連合会との集合契約が締結されている県内の医療機関で受診できます。
・受診を希望する医療機関に問い合わせください。

人
間
ド
ッ
ク
と
重
複
受

診
は
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク
と
重
複
受

診
は
で
き
ま
せ
ん
。

● 

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

国
民
健
康
保
険
（
内
線
１
６
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
内
線
１
４
５
）

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
１
３
８
６

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
４
３
・
６
６
５
５

★
特
定
健
康
診
査

　★
健
康
診
査

●
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

65歳以上の人へ
お願いお願いお願いお願いお願い

介護予防基本チェックリスト●
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

 

返
信
の
お
願
い

　

対
象
者
に
は
、
特
定
健
康
診
査
お
よ

び
健
康
診
査
の
受
診
券
と
、
介
護
予

防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
同
封
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
信

用
封
筒
で
返
送
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
診
会
場
で
も
回
収
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
機
関
で
の
回
収
は
行
い
ま

せ
ん
。

●
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　実
施
に
つ
い
て

　

日
常
生
活
で
の
心
身
の
健
康
の
度
合

い
を
把
握
し
、
将
来
の
介
護
に
つ
い
て

推
測
し
ま
す
。

　

推
測
な
ど
の
結
果
に
基
づ
き
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
各
種
介
護
予

防
事
業
な
ど
の
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

５月～★
特
定
健
康
診
査

　

月～月～

　９　 広報いしおか　№１３２

国
民
健
康
保
険

40
〜
74
歳

特
定
健
康
診
査

　

糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す

る
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
、
そ
の
該
当
者
や

予
備
群
を
早
期
に
見
つ
け
、
特
定
保

健
指
導
で
自
ら
が
生
活
習
慣
病
を
改

善
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
受
診
の
種
類

・
集
団
健
診 （
保
健
セ
ン
タ
ー
年
間
予
定
表
参
照
）

・
医
療
機
関
健
診 （
医
療
機
関
へ
要
予
約
）

●
受
診
期
間

・
５
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
１
月
31

日
ま
で
。（
補
助
対
象
事
業
の
た
め
）

●
受
診
に
は

・ 

特
定
健
康
診
査
受
診
券 

（
４
月
末
送
付
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
負
担
金
１
０
０
０
円

 　
　
　
　
　
　
（
70
歳
以
上
無
料
）

を
持
参
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上

健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
で
、
健
康
の
維
持
と
安
定
し
た

生
活
の
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

●
受
診
の
種
類

・
集
団
健
診 （
保
健
セ
ン
タ
ー
年
間
予
定
表
参
照
）

・
医
療
機
関
健
診 

（
医
療
機
関
へ
要
予
約
）

●
受
診
期
間

・
５
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
１
月
31

日
ま
で
。（
補
助
対
象
事
業
の
た
め
）

●
受
診
に
は

・ 

健
康
診
査
受
診
券
（
４
月
末
送
付
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
持
参
く
だ
さ
い
。



◆
特
別
徴
収

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
場
合

は
、
原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

★
前
年
度
の
２
月
と
同
額
を
４
月
・

６
月
・
８
月
ま
で
仮
徴
収
し
ま
す
。

１
年
間
の
総
額
は
、８
月
に
決
定
し
、

保
険
料
の
段
階
が
変
更
に
な
る
場
合

に
は
、
10
月
・
12
月
・
２
月
の
天
引

き
額
で
調
整
し
ま
す
。

◆
普
通
徴
収

　

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場
合

と
、
65
歳
に
な
っ
て
ま
も
な
い
人
に

は
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

★
４
月
・
６
月
は
、
前
年
度
を
参
考

に
算
定
し
た
額
を
徴
収
し
ま
す
。
８

月
に
１
年
間
の
額
が
決
定
し
、
保
険

料
の
段
階
が
変
更
に
な
る
場
合
に

は
、８
月
以
降
で
額
を
調
整
し
ま
す
。

 

介
護
保
険
料
基
準
額

年 

度

年 

額

月 

額

平
成
21
年
度

４
万
８
０
０
０
円

４
０
０
０
円

平
成
22
年
度

４
万
８
６
０
０
円

４
０
５
０
円

平
成
23
年
度

４
万
９
２
０
０
円

４
１
０
０
円

　

65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

な
い
人
へ
、
４
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
納
付

書
は
、
第
１
期
（
４
月
末
日
納
期
）
と
第
２
期
（
６
月
末

日
納
期
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
現
在
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
給
付
費
用
や
、
介
護
を
予
防
す
る
た
め
の
事
業
費

用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
理
解
の
う
え
納
付
願
い
ま
す
。

所
得
段
階
別
保
険
料
（
９
段
階
）

● 

問
い
合
わ
せ

　

 

介
護
保
険
室 

☎ 

２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線 

１
５
４
）

所得段階

対　

象　

者

保険料率

保
険
料
額
（
年
額
：
円
）

平成 21年度

平成 22年度

平成 23 年度

第１段階

生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
、
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者
で
、
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
人

0.5

24,000

24,300

24,600

第２段階

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入
が

80
万
円
以
下
の
人

第３段階

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、
第

２
段
階
に
該
当
し
な
い
人

0.75

36,000

36,450

36,900

第４段階

本
人
が
市
民
税
非
課
税
（
世
帯
の
誰
か

は
課
税
）
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

と
年
金
収
入
が
80
万
円
以
下
の
人

0.9

43,200

43,740

44,280

第５段階

本
人
が
市
民
税
非
課
税
（
世
帯
の
誰

か
は
課
税
）
で
、
第
４
段
階
に
該
当

し
な
い
人

1.0

48,000

48,600

49,200

第６段階

本
人
が
市
民
税
課
税
で
、
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
未
満
の
人

1.15

55,200

55,890

56,580

第７段階

本
人
が
市
民
税
課
税
で
、
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
上
２
０
０
万

円
未
満
の
人

1.25

60,000

60,750

61,500

第８段階

本
人
が
市
民
税
課
税
で
、
合
計
所
得

金
額
が
２
０
０
万
円
以
上
５
０
０
万

円
未
満
の
人

1.5

72,000

72,900

73,800

第９段階

本
人
が
市
民
税
課
税
で
、
合
計
所
得

金
額
が
５
０
０
万
円
以
上
の
人

1.8

86,400

87,480

88,560

基準段階

65
歳
以
上
の
人
へ

介
護
保
険
室
☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
５
４
）

656565平
成
23
年
度
分 

介
護
保
険
料
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す

広報いしおか　№１３２　１０
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❸
７
月
24
日
正
午
か
ら
ブ
ル
ー
バ
ッ

ク
の
「
お
知
ら
せ
画
面
」
に
全
面
移

行
し
、
同
日
24
時
ま
で
に
ア
ナ
ロ
グ

放
送
は
終
了
し
ま
す
。
こ
の
状
態
に

な
る
前
に
地
デ
ジ
を
見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン

テ
ナ
工
事
が
集
中
し
、
間
際
の
対
応

で
は
間
に
合
わ
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
、
早
め
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
❶
現
在
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
、

常
時
レ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
テ
レ
ビ
画

面
の
上
下
の
黒
い
帯
の
こ
と
）
に
よ

る
放
送
を
行
い
、
常
時
ア
ナ
ロ
グ
放

送
終
了
の
「
告
知
ス
ー
パ
ー
」
を
表

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、民
放
で
は
、

全
番
組
に
地
デ
ジ
化
移
行
促
進
用
の

ム
ー
ビ
ン
グ
ロ
ゴ
を
一
定
時
間
表
示

し
て
い
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月
24
日
正

午
か
ら
、
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
の
「
お
知

ら
せ
画
面
」
に
移
行
し
、
24
時
ま
で

に
は
す
べ
て
の
放
送
が
完
全
に
終
了

（
完
全
停
波
）
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地
デ
ジ
を
視

聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な
い
と
、

テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

７
月
24
日
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
完
全

停
波
が
近
づ
く
と
、
ア
ン
テ
ナ
の
設

置
・
調
整
な
ど
の
工
事
が
集
中
し
、

同
日
ま
で
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
対

応
く
だ
さ
い
。

　

連
載
第
12
回
目
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
完
全
停
波
ま
で
の
「
テ
レ
ビ
画
面

表
示
の
変
化
」
の
紹
介
と
、「
地
デ

ジ
を
視
聴
す
る
方
法
」
の
お
さ
ら
い

を
し
ま
す
。

シリーズ 12
アナログ放送終了まであと３か月

地デジの準備を
　お急ぎください！

2011年７月24日　地上デジタル放送へ完全移行

■
問
い
合
わ
せ　

　

地
デ
ジ
電
話
受
信
相
談

　
　
　
　
　
　

デ
ジ
サ
ポ
茨
城

☎
０
２
９
・
３
０
７
・
０
１
０
１

（
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

❷
７
月
１
日
か
ら
、
通
常
番
組
の

画
面
上
に
終
了
日
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
な
ど
を
表
示
す
る
と
と
も

に
、
定
期
的
に
全
画
面
ス
ー
パ
ー
も

し
く
は
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
な
ど
の
「
お

知
ら
せ
画
面
」
を
短
時
間
挿
入
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
現
在
見
て
い
る
よ
う

な
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示
の
な
い
ア

ナ
ロ
グ
の
通
常
番
組
は
６
月
30
日
で

終
了
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
、

①
地
デ
ジ
対
応
の
受
信
機

②
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

の
両
方
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
受
信
機
は
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
を
購
入
す
る
ほ
か
、
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
に
地
デ
ジ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

取
り
付
け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

②
ア
ン
テ
ナ
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

を
新
た
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
人
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
は
施
設
改
修
が
必
要
で
す
の

で
、施
設
管
理
者
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

地
デ
ジ
の
準
備
に
つ
い
て
「
何
を

す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
人
や
「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
の
に
地

デ
ジ
が
見
ら
れ
な
い
」
と
い
う
人
に

は
、
デ
ジ
サ
ポ
が
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
ま
ず
は
デ
ジ
サ
ポ
ま
で
、
電
話

く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
画
面
表
示
の
変
化

地
デ
ジ
を
見
る
に
は

民放では、全番組に地デジ化移行促進用
ムービングロゴを一定時間表示

常時「告知スーパー」には、アナログ放
送終了のお知らせなどを表示

終了日までの
カウントダウンなどの表示

アナログ放送終了前の「お知らせ画面」

１

３

２

現在  常時「レターボックス」・「告知スーパー」など

７月１日～ カウントダウンなどの表示

７月 24日正午～ 
ブルーバックの「お知らせ画面」 ７月 25 日～
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子
ど
も
が
誕
生
し
た
そ
の
日
か

ら
、
父
や
母
と
な
り
子
育
て
が
始
ま

り
ま
す
。
時
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
不
安
に
な
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
０
歳

〜
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
家

族
や
妊
婦
な
ど
を
対
象
に
、
親
子
で

自
由
に
遊
べ
る
場
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
出
会
え
る
場
、
育
児
情
報
の
交
換

や
相
談
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
栄
養
指
導
、
講
座
や
講
習
会
な

ど
様
々
な
子
育
て
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
疲
れ
た
り
不
安
を
感
じ

た
と
き
、
一
緒
に
子
育
て
を
す
る
友

達
が
欲
し
い
と
思
っ
た
ら
気
軽
に
子

●
石
岡
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
�
︵
や
さ
と
中
央
保
育
所
内
︶

　

柿
岡
２
１
５
５

　

☎
４
４
・
８
０
１
１

●
泉
�
丘
保
育
園 

地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
�

　

石
岡
２    
-19 
-７

　

☎
２
３
・
６
４
５
８

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

ひ
か
り
︵
ひ
か
り
保
育
園
内
︶

　

茨
城
１
-12
-21

　

☎
２
２
・
３
７
０
８

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

わ
か
く
さ
の
森
︵
わ
か
く
さ
保
育
園
内
︶

　

東
光
台
５
-12
-８

　

☎
２
６
・
１
２
７
０

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

に
こ
に
こ
︵
そ
と
の
保
育
園
内
︶

　

東
大
橋
１
６
３
９
-２

　

☎
２
６
・
３
５
０
８

※
子
育
て
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

な
ど
、詳
し
く
は
、各
支
援
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
年
金
の
加
算
範
囲
が
拡
大

平
成
23
年
４
月
〜

　

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
、
そ
の

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
人
（
障

害
等
級
が
１
・
２
級
）
に
よ
っ
て
、

生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者
や
子

ど
も
が
い
る
場
合
は
、
年
金
の
加
算

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年

４
月
か
ら
施
行
の
「
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」に
よ
り
、

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し

◎
問
い
合
わ
せ

・
土
浦
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
７
１
２
１

・
市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
８
）

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
２
）

■
平
成
23
年
３
月
31
日
以
前
に
、
配

偶
者
や
子
ど
も
と
生
計
を
維
持
し
て

い
た
場
合

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
加
算
対
象

■
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
、
配

偶
者
や
子
ど
も
と
生
計
を
維
持
す
る

場
合

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
で
婚
姻
・

出
生
な
ど
の
事
実
が
発
生
し
た
時
点

か
ら
加
算
対
象

　

こ
の
た
び
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

児
童
扶
養
手
当
に
お
け
る
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
運
用
に
つ
い
て
も

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
児
童
扶
養
手
当
は
、
子

ど
も
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
対

象
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年
４
月

以
降
は
、
児
童
扶
養
手
当
が
障
害
基

礎
年
金
の
子
加
算
額
を
上
回
る
場
合

に
は
、
子
加
算
の
対
象
と
は
せ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
両
親
の
一
方
が
一
定
の
障

害
（
１
級
相
当
）
の
状
態
に
あ
る
た

め
に
、
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童

扶
養
手
当
額
と
年
金
の
子
加
算
額
を

比
較
し
て
手
当
の
金
額
の
方
が
多
い

場
合
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
の
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
が
障
害
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
受
給

資
格
が
な
く
な
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
９
）

た
あ
と
に
、
生
計
を
維
持
す
る
こ
と

に
な
っ
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る

場
合
に
も
届
出
す
る
こ
と
に
よ
り
加

算
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
年
金
の
子
加
算
か
ら
児
童
扶
養
手
当
へ

　
　
　
　
　
受
給
変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ

い
。
地
域
の
だ
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

市
内
５
つ
の
支
援

セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

子育て支援センターを
　　　　利用ください　　　　利用ください　　　　利用ください　　　　利用ください　　　　利用ください

平
成
23
年
４
月
〜

広報いしおか　№１３２　１２



市
役
所 

収
納
対
策
課

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
詳
し
く
は
、
収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

２月の差押件数

不動産 1 件

預貯金 20 件

合　計 21 件

22年度
累計 581件

暮
ら
し
の
中
の

　
　だ
よ
り

税

税
に
関
す
る

　証
明
書
の
種
類
と
内
容
は
？

　

税
に
関
す
る
証
明
書
は
、
所
得
・
納
税
・
資
産
関
係
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
交
付
し
て
い
る
主
な
証
明
書
の
種
類
や
内
容

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

証
明
書
の
種
類
と
内
容

所
得
関
係

●
所
得
証
明
書

　

前
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
所
得
金
額
お
よ
び
所
得
の
種

類
な
ど
を
証
明
し
ま
す
。

・
証
明
事
項
…
収
入
年
、
課
税
年
度
、

所
得
の
種
類
、
所
得
金
額
、
所
得
控

除
後
の
合
計
所
得
金
額
、
控
除
の
種

類
お
よ
び
金
額

・
主
な
使
用
目
的
…
金
融
機
関
等（
融

資
）、
保
証
人
、
公
的
年
金
等
の
受

給
資
格
判
定
、
扶
養
認
定
、
公
営
住

宅
等
の
入
居
、学
校
の
授
業
料
免
除
・

奨
学
金
申
請 

な
ど

●
課
税
・
非
課
税
証
明
書

　

所
得
証
明
書
の
記
載
事
項
に
加
え

て
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の
課
税

額
（
年
税
額
）
を
証
明
し
ま
す
。

・
証
明
事
項
…
所
得
証
明
書
の
記
載

事
項
に
加
え
、
市
・
県
民
税
の
課
税

額
（
年
税
額
）、
市
・
県
民
税
の
所

得
割
額
・
均
等
割
額

・
主
な
使
用
目
的
…
扶
養
の
認
定
、

保
育
料
の
算
定
な
ど

　

課
税
証
明
書
は
市
・
県
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
で
、
非

課
税
証
明
書
は
、
課
税
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
の
証
明
で
す
。（
所
得
割
額
・

均
等
割
額
に
税
額
の
記
載
が
あ
り
ま

せ
ん
）

納
税
関
係

◆
納
税
証
明
書

　

証
明
書
を
と
る
時
点
の
、
市
税
の

納
税
状
況
を
証
明
し
ま
す
。

・
証
明
事
項
…
課
税
税
目
・
税
額
、

納
付
額
、
未
納
額
、
納

※

期
未
到
来
額

※
納
期
未
到
来
額
と
は
、
証
明
書
を

と
っ
た
時
点
で
、
ま
だ
納
期
が
来
て

い
な
い
税
額
の
こ
と
で
す
。

・
主
な
使
用
目
的
…
金
融
機
関
等（
融

資
）、
保
証
人
、
入
居
な
ど

◆
軽
自
動
車
の
車
検
用
納
税
証
明
書

　

軽
四
輪
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
車

（
２
５
１
ｃ
ｃ
以
上
）
の
車
検
を
受

け
る
際
に
必
要
な
証
明
書
で
す
。

・
証
明
事
項
…
車
検

を
受
け
る
車
両
の
軽

自
動
車
税
が
完
納
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
証

明
し
ま
す
。

・
主
な
使
用
目
的
…
車
検

◆
完
納
証
明
書

　

証
明
書
を
と
る
時
点
に
お
い
て
、

課
税
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
市
税
が

完
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
ま

す
。

・
証
明
事
項
…
課
税
額
お
よ
び
納
税

額
は
証
明
し
ま
せ
ん
。（
課
税
税
目

と
完
納
の
表
示
）

・
主
な
使
用
目
的
…
指
名
参
加
願
、

上
下
水
道
の
指
定
工
事
店
登
録
な
ど

固
定
資
産
関
係

■
評
価
証
明
書

　固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
内

容
を
証
明
し
ま
す
。

・
証
明
事
項

土
地
…
所
在
、
地
番
、
地
目
（
現
況
・

登
記
）、
地
積
、
評
価
額
な
ど

家
屋
…
所
在
、
地
番
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
（
現
況
・
登
記
）、
建
築
年
、

評
価
額
な
ど

・
主
な
使
用
目
的
…
登
記
（
所
有
権

移
転
・
相
続
・
分
筆
な
ど
）、
裁
判

な
ど

■
公
課
証
明
書

　

評
価
証
明
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容

に
加
え
て
、
資
産
ご
と
の
年
間
の
固

定
資
産
税
額
・
都
市
計
画
税
額
を
証

明
し
ま
す
。

・
主
な
使
用
目
的
…
訴
訟
、
競
売
な
ど

口
座
振
替
制
度
の
利
用
を

◇
口
座
振
替
の
で
き
る
市
税
な
ど

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
市
・

県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◇
手
続
き
方
法

　

市
内
の
金
融
機
関
に
、
預
貯
金
通

帳
と
通
帳
印
を
持
っ
て
、
備
え
て
あ

る
「
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
窓

口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
取
扱
金
融
機
関

　

常
陽
銀
行
、
筑
波
銀
行
、
東
日
本

銀
行
、
中
央
労
働
金
庫
、
水
戸
信
用

金
庫
、
茨
城
県
信
用
組
合
、
ひ
た
ち

野
農
業
協
同
組
合
、
や
さ
と
農
業
協

同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

◇
振
替
開
始
時
期

　

申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
開
始
し
ま

す
。
た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、

毎
月
20
日
ま
で
の
申
し
込
み
分
に
つ

い
て
、そ
の
翌
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課 

市
民
税
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
９
）

１３　 広報いしおか　№１３２


